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みんなで食事をしてふれあいの時間を！みんなで食事をしてふれあいの時間を！

皆さんの集落でも開催してみませんか？ 詳細は、中山支所へお問い合わせ下さい。

「集落レストラン」「集落レストラン」を開催していますを開催しています

今年度は、定期的に2ヶ所の集落で開催されました。

　独り暮らしの高齢者や高齢者世帯、地域の方が公民館等に集まって
会食などを実施することで、交流の機会を増やし、孤独感を和らげる
ことを目的としています。 75歳以上で独り暮らし高齢

者または高齢者世帯、昼間
独居等の方で見守りが必要
とされる方が対象です。

補助の対象者は？

一人あたり300円を上限に
補助いたします。

補助対象経費は？

年6回を上限といたします。
実施回数は？

國信集落 八重集落

近郊の調理ボランティアさんが
料理を作っておられます。

國信地区の様子は、
「大山チャンネル」12月①号で

放送されました。

大山町社会福祉協議会だより大山町社会福祉協議会だより
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大山町産の食材を使った
料理が完成！！

大山町産の食材を使った
料理が完成！！



　体験後は、各グループで気づいた事を話し合って発表しました。
　福祉教育を通して、高齢者や障害者の視点から考えることの大切
さを学びました。また当日は、地域の方にもボランティアとして参加
していただき、地域の方との交流も深めました。
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町内の小学校で福祉教育の一環として、高齢者疑似体験と車椅子体験を実施しました。

地域で育む福祉教育地域で育む福祉教育 高齢者疑似体験高齢者疑似体験 車椅子体験車椅子体験

　段差や坂道、悪路に見立てたマッ
ト上走行を車椅子に乗る側と介助す
る側両方で体験しました。両方を体
験することで、安心して乗ってもらう
ためにはどのように操作したらよい
かを気づくことができ、生徒の皆さん
は集中して取り組んでおられました。
　体験を通して、車椅子の操作方法
や介助する上で声をかける重要性な
ど、多くの事を学びました。

車椅子体験

　各グループで1人が高齢者役とな
り、白内障の体験のできる眼鏡や手
足にサポーター等をつけて、校内外
の様々なミッションにチャレンジしま
した。疑似体験グッズをつけること
で、見えづらさや手足の動きにくさな
ど不便に感じることが多く、加齢によ
る体の変化を知る良い機会になりま
した。

高齢者疑似体験

大
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社
会
福
祉
協
議
会

会
長
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原
　毅

大山西小学校 4年生令和５年度共同募金配分金活用助成事業
大山町共同募金委員会は … 共同募金配分金を活用し地域に助成を行なっています。
　　　　　　　　　　　  　この機会にあなたの集落や団体等で活用してみませんか？

助成対象団体 大山町に活動の拠点をおく集落・団体等

応募期間 令和5年1月27日(金)～2月17日(金)

その他 事業報告書提出後、申請内容と異なる点があった場合は助成金の返還、
取消を行うことがあります。

助成金額 事業費の３／４以内で上限を１０万円
※但し、応募者多数の場合は上記の限りではない

助成対象にならないもの ● 過去３年以内にこの助成金を受けている団体
● 飲食が主体となる事業
● 施設、機器等の維持管理経費
● 集落の設備（エアコン、冷蔵庫、畳など）
● 他の助成金を受けているもの

助成対象事業 ● 地域福祉活動を目的とする事業

● 令和５年５月から令和5年12月までに実施される事業

（例）美化活動、見守り活動、世代間交流、ボランティア活動、たすけあい活動、
　　  サロン活動、研修会等の費用（講師料、備品購入費、材料代等）
　　  ※但し、感染症防止対策を考慮した事業であること

大山町共同募金委員会より

大山西小学校 3年生

名和小学校 4年生中山小学校 4年生

赤い羽根共同募金
（目標額に対する達成率  83.4％）

1,417,521円

歳末たすけあい募金
（目標額に対する達成率  81.0％）

1,214,241円

　赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金に
対し、今年度も温かいご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。今年度の募金実績に
ついては、右記のとおりとなります。

共同募金運動にご協力いただきありがとうございました。

〇赤い羽根タクシー券配布事業　〇町内小中学校の福祉教育の活動
〇地域の福祉活動　　　　　　 〇防災グッズ配布事業
〇布団クリーニング事業　

主な使いみち

大山町共同募金委員会（大山町社会福祉協議会各支所）連絡・提出先

受付開始!
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る側両方で体験しました。両方を体
験することで、安心して乗ってもらう
ためにはどのように操作したらよい
かを気づくことができ、生徒の皆さん
は集中して取り組んでおられました。
　体験を通して、車椅子の操作方法
や介助する上で声をかける重要性な
ど、多くの事を学びました。

車椅子体験

　各グループで1人が高齢者役とな
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● 令和５年５月から令和5年12月までに実施される事業
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　　  ※但し、感染症防止対策を考慮した事業であること

大山町共同募金委員会より

大山西小学校 3年生

名和小学校 4年生中山小学校 4年生

赤い羽根共同募金
（目標額に対する達成率  83.4％）

1,417,521円

歳末たすけあい募金
（目標額に対する達成率  81.0％）
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　赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金に
対し、今年度も温かいご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。今年度の募金実績に
ついては、右記のとおりとなります。

共同募金運動にご協力いただきありがとうございました。

〇赤い羽根タクシー券配布事業　〇町内小中学校の福祉教育の活動
〇地域の福祉活動　　　　　　 〇防災グッズ配布事業
〇布団クリーニング事業　

主な使いみち

大山町共同募金委員会（大山町社会福祉協議会各支所）連絡・提出先

受付開始!
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大山町社会福祉協議会  介護サービス事業を紹介します

　保健福祉センターだいせん内にある「通所介護だいせん」では、ご利用者の健康状態の
確認や入浴・排泄・食事の介助、生活に関する相談や助言、身体機能訓練や体操を行って
います。
　コロナ禍という事もあり、外出や外部訪問等の活動が制限される中、デイサービスでの
過ごし方を充実していただくための取り組みをご紹介させていただきます。

～雄大な大山を眺め、自然に囲まれた居心地の良い空間です～

通所介護だいせん

　10月25日（火）、家族介護者交流事業として鳥取県立むきばんだ史跡公園に行きました。
　弥生時代の歴史や文化を学んだあと、厄除けにもなる当時のアクセサリーの勾玉作りをしまし
た。講師の先生より「勾玉作りは無心になれる。」と話されていましたが、やはり日頃の忙しさを忘
れ、皆さん集中し紙やすりで形を作る作業をしておられました。
　オリジナルの勾玉を完成させた後は、雨も上がり晴れてきたので、外に出て竪穴式住居の中にも
入る事ができました。一瞬だけ、弥生時代にタイムスリップ ！ 貴重な体験をしました。
　参加者からは、「案外近いけど行ったことが無かったが、とても楽しかった」という意見も聞か
れ、楽しいひと時を過ごされました。

家族介護者交流事業

ご利用の皆様が、「また来たい」と思っていただけるデイサービスにしていきたいと思います。

迫力満点のスクリーンで映画
上映やカラオケ、体操が出来
るようになりました。「見やす
くなった」と好評です。

メダカの仲間たちも加わり、
餌やりや日々の成長を楽しみ
にしておられます。

11月には、大山へ紅葉ドライ
ブツアーを行いました。天気に
も恵まれ、紅葉のきれいな大
山を満喫されておられました。

大山町ボランティアセンター （名和支所内）　☎（0859）54-2200連絡先
大山町社会福祉協議会　通所介護だいせん　☎（0859）39-5040連絡先

災害が起こるということ
～災害が起こっても、地域の誰もが助かり
　　　　　立ち直れるよう、みんなで備える～

タイトル

まなぼうさい

　11月5日（土）、保健福祉センターだいせんで、町内の皆様を対象とした「地域で学防災」を開催
しました。
　講師として、日野ボランティアネットワーク代表山下弘彦氏をお招きし、災害の基礎知識やいつ
起こるかわからない自然災害に対して、個人や集落
でどのように備えをしておくべきか等、実際の災害
現場を例にお話しいただきました。
　参加された方からは、「実際の災害現場を基に説明
していただきイメージがしやすかった」や「災害が起こ
る前に家族や集落単位で事前に話しをしておかなく
てはいけない」等、様々なご意見をいただきました。

令和4年度　地域で学防災 （まなぼうさい）令和4年度　地域で学防災 （まなぼうさい）

～災害ボランティアセンター運営者養成研修会～～災害ボランティアセンター運営者養成研修会～
　12月10日（土）、保健福祉センターだいせんで「災害ボランティアセンター運営者養成研
修会」を行いました。
　一般社団法人ピースボート災害支援センターの関根正孝氏に講師を依頼し、運営者側の
基本的な役割、機能、運営についてお話しいただきました。
　災害が発生した場合、被災者がボランティ
アの力を借りて、一日でも早く安心した生活を
取り戻されることを目指して「災害ボランティ
アセンター」は設置されます。研修の中で、被
災者の気持ちに寄り添って、地元組織や住民
が主体となり支援が行えるようコーディネート
していく事が運営者側として重要だと学びま
した。

　大山町社協では、今後も防災・災害救援に関する研修
会を行い、災害に対して円滑に対応できるよう取り組ん
でいきたいと考えています。また、災害ボランティアセン
ターの運営側のお手伝いをして下さる「災害救援ボラン
ティア」を随時募集しております。詳細は、大山町ボラン
ティアセンターまでご連絡ください。
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山を満喫されておられました。

大山町ボランティアセンター （名和支所内）　☎（0859）54-2200連絡先
大山町社会福祉協議会　通所介護だいせん　☎（0859）39-5040連絡先

災害が起こるということ
～災害が起こっても、地域の誰もが助かり
　　　　　立ち直れるよう、みんなで備える～

タイトル

まなぼうさい

　11月5日（土）、保健福祉センターだいせんで、町内の皆様を対象とした「地域で学防災」を開催
しました。
　講師として、日野ボランティアネットワーク代表山下弘彦氏をお招きし、災害の基礎知識やいつ
起こるかわからない自然災害に対して、個人や集落
でどのように備えをしておくべきか等、実際の災害
現場を例にお話しいただきました。
　参加された方からは、「実際の災害現場を基に説明
していただきイメージがしやすかった」や「災害が起こ
る前に家族や集落単位で事前に話しをしておかなく
てはいけない」等、様々なご意見をいただきました。

令和4年度　地域で学防災 （まなぼうさい）令和4年度　地域で学防災 （まなぼうさい）

～災害ボランティアセンター運営者養成研修会～～災害ボランティアセンター運営者養成研修会～
　12月10日（土）、保健福祉センターだいせんで「災害ボランティアセンター運営者養成研
修会」を行いました。
　一般社団法人ピースボート災害支援センターの関根正孝氏に講師を依頼し、運営者側の
基本的な役割、機能、運営についてお話しいただきました。
　災害が発生した場合、被災者がボランティ
アの力を借りて、一日でも早く安心した生活を
取り戻されることを目指して「災害ボランティ
アセンター」は設置されます。研修の中で、被
災者の気持ちに寄り添って、地元組織や住民
が主体となり支援が行えるようコーディネート
していく事が運営者側として重要だと学びま
した。

　大山町社協では、今後も防災・災害救援に関する研修
会を行い、災害に対して円滑に対応できるよう取り組ん
でいきたいと考えています。また、災害ボランティアセン
ターの運営側のお手伝いをして下さる「災害救援ボラン
ティア」を随時募集しております。詳細は、大山町ボラン
ティアセンターまでご連絡ください。
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大山町社会福祉協議会 名和支所　☎0859-54-2200　✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先

日　　時 令和５年3月6日（月）　午前１０時～13時
場　　所 大山町保健福祉センターだいせん　調理実習室

参 加 費 無料
参加定員 20名

申込期限 令和5年2月24日（金）
持 ち 物 マスク、エプロン、三角巾（タオル可）

内　　容 ちらし寿司、煮物
指　　導 ひまわりグループ

日　　時 令和5年２月１８日（土）　13：30～15：30
場　　所 大山町保健福祉センターだいせん　２階　大会議室

参 加 費 無料
申込期日 令和5年2月10日（金）

内　　容 子どもとの関わり方について
託児ボランティアをする上で注意点や留意点

講　　師 （現）鳥取県家族教育アドバイザー　松本　寿栄子　様

予約連絡先 ： 大山町社会福祉協議会 大山支所 ☎（0859）39－5018

新型コロナウイルス感染症対策のため中止となる場合があります。 ご了承ください。

相談は無料で
秘密は堅く守られます。相談所ご案内相談所ご案内相談所ご案内 会場は です。 保健福祉センターだいせん

お間違いのないようにお越しください。

　「託児ボランティア」は、子育て中の方が講座や研修会などの活動に子ども連れでも参加できる
よう、会場内で一時的にお預かりするボランティアです。
　現在ボランティアとして活躍中の方や託児ボランティアに興味をお持ちの方など、一緒に勉強し
てみませんか？ たくさんのご参加をお待ちしております。

託児ボランティア研修会

男の料理塾！！
男性の皆さん、料理を学んでみませんか？

　新型コロナウイルス感染症に伴い休止しておりました、町内男性を対象とした「男の料理塾」を開
催いたします。今回は、3月にちなんだ簡単に出来る料理を作りたいと思います。米を炊いたことの
ない人、包丁を握ったことのない人大歓迎！！多くのご参加をお待ちしております。
※感染症の流行状況により、お持ち帰りとさせていただく場合もあります。
　持ち帰りの容器につきましては、こちらで準備いたします。

令和元年 男の料理塾より

※発熱又は風邪症状がある方はご遠慮下さい。
※感染症の流行状況により、開催を中止する事があります。その際は、事前にご案内をさせていただきます。

※感染症対策にご協力お願いします。当日はマスク着用をお願いします。上記研修会の
開催にあたり

復活

大山町ボランティアセンター 参加者募集コーナー大山町ボランティアセンター 参加者募集コーナー

《内容》・ 聴覚障害とは？
・ 聴覚障害の方とのコミュニケーション方法は？
・ 手話の練習（あいさつ、自己紹介など）
※回数、実施日時についてはご相談ください。

初心者向けの内容ですので、お気軽にお問い合わせ下さい。
お申し込みをお待ちしております。

●講座で使用する備品（パソコン、プロ
ジェクタースクリーン、ホワイトボー
ド等）をお借りする場合があります。

●講師派遣にかかる費用は、社会福祉
協議会が負担します。

企業向け出前手話教室
　講師が企業にお伺いし、簡単な手話を学びながら聴覚障害についての理解
を深めることを目的とした出前手話教室を企画しています。会社内で手話を
使って挨拶が出来るように勉強してみませんか？

※予約は、開設日の2週間前から受付しております。
　予約受付時間：平日8：30～17：30

法律相談法律相談
弁護士による相談弁護士による相談

要予約 午前9時30分～12時

1月25日(水 )
2月22日(水 )
3月22日(水 )

開
設
日

大山町ボランティアセンター （名和支所内）　☎（0859）54-2200　FAX（0859）54-6028申込先

あなたもボランティア登録しませんか?

　大山町ボランティアセンターでは、ボランティアできる方を募集しています。ボラ
ンティア活動をするためには、まずボランティア登録が必要です。登録と共にボラ
ンティア活動に必要な情報の提供、ボランティア講座、研修のご案内をします。

■ ボランティア登録について

　託児、清掃作業、見守り、調理、外出支援、傾
聴、災害救援、パソコン、野外活動など様々な
活動をしています。
※詳細は、大山町社会福祉協議会ホームペー
ジをご覧ください。

■ ボランティアセンター事業の活動
　ボランティア活動中の事故に備えてボラン
ティア活動保険に加入しているため安心して
活動ができます。ボランティア登録者は保険に
加入します。（無料）

■ ボランティア活動保険について

心配ごと
相談

心配ごと
相談

相談員：民生児童委員相談員：民生児童委員
午前9時30分～12時
受付は11時30分で終了

1月11日(水)
2月  8日(水)
3月  8日(水)

開
設
日

大山町社会福祉協議会  名和支所 ☎（0859）54-2200
✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先 
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大山町社会福祉協議会 名和支所　☎0859-54-2200　✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先

日　　時 令和５年3月6日（月）　午前１０時～13時
場　　所 大山町保健福祉センターだいせん　調理実習室

参 加 費 無料
参加定員 20名

申込期限 令和5年2月24日（金）
持 ち 物 マスク、エプロン、三角巾（タオル可）

内　　容 ちらし寿司、煮物
指　　導 ひまわりグループ

日　　時 令和5年２月１８日（土）　13：30～15：30
場　　所 大山町保健福祉センターだいせん　２階　大会議室

参 加 費 無料
申込期日 令和5年2月10日（金）

内　　容 子どもとの関わり方について
託児ボランティアをする上で注意点や留意点

講　　師 （現）鳥取県家族教育アドバイザー　松本　寿栄子　様

予約連絡先 ： 大山町社会福祉協議会 大山支所 ☎（0859）39－5018

新型コロナウイルス感染症対策のため中止となる場合があります。 ご了承ください。

相談は無料で
秘密は堅く守られます。相談所ご案内相談所ご案内相談所ご案内 会場は です。 保健福祉センターだいせん

お間違いのないようにお越しください。

　「託児ボランティア」は、子育て中の方が講座や研修会などの活動に子ども連れでも参加できる
よう、会場内で一時的にお預かりするボランティアです。
　現在ボランティアとして活躍中の方や託児ボランティアに興味をお持ちの方など、一緒に勉強し
てみませんか？ たくさんのご参加をお待ちしております。

託児ボランティア研修会

男の料理塾！！
男性の皆さん、料理を学んでみませんか？

　新型コロナウイルス感染症に伴い休止しておりました、町内男性を対象とした「男の料理塾」を開
催いたします。今回は、3月にちなんだ簡単に出来る料理を作りたいと思います。米を炊いたことの
ない人、包丁を握ったことのない人大歓迎！！多くのご参加をお待ちしております。
※感染症の流行状況により、お持ち帰りとさせていただく場合もあります。
　持ち帰りの容器につきましては、こちらで準備いたします。

令和元年 男の料理塾より

※発熱又は風邪症状がある方はご遠慮下さい。
※感染症の流行状況により、開催を中止する事があります。その際は、事前にご案内をさせていただきます。

※感染症対策にご協力お願いします。当日はマスク着用をお願いします。上記研修会の
開催にあたり

復活

大山町ボランティアセンター 参加者募集コーナー大山町ボランティアセンター 参加者募集コーナー

《内容》・ 聴覚障害とは？
・ 聴覚障害の方とのコミュニケーション方法は？
・ 手話の練習（あいさつ、自己紹介など）
※回数、実施日時についてはご相談ください。

初心者向けの内容ですので、お気軽にお問い合わせ下さい。
お申し込みをお待ちしております。

●講座で使用する備品（パソコン、プロ
ジェクタースクリーン、ホワイトボー
ド等）をお借りする場合があります。

●講師派遣にかかる費用は、社会福祉
協議会が負担します。

企業向け出前手話教室
　講師が企業にお伺いし、簡単な手話を学びながら聴覚障害についての理解
を深めることを目的とした出前手話教室を企画しています。会社内で手話を
使って挨拶が出来るように勉強してみませんか？

※予約は、開設日の2週間前から受付しております。
　予約受付時間：平日8：30～17：30

法律相談法律相談
弁護士による相談弁護士による相談

要予約 午前9時30分～12時

1月25日(水 )
2月22日(水 )
3月22日(水 )

開
設
日

大山町ボランティアセンター （名和支所内）　☎（0859）54-2200　FAX（0859）54-6028申込先

あなたもボランティア登録しませんか?

　大山町ボランティアセンターでは、ボランティアできる方を募集しています。ボラ
ンティア活動をするためには、まずボランティア登録が必要です。登録と共にボラ
ンティア活動に必要な情報の提供、ボランティア講座、研修のご案内をします。

■ ボランティア登録について

　託児、清掃作業、見守り、調理、外出支援、傾
聴、災害救援、パソコン、野外活動など様々な
活動をしています。
※詳細は、大山町社会福祉協議会ホームペー
ジをご覧ください。

■ ボランティアセンター事業の活動
　ボランティア活動中の事故に備えてボラン
ティア活動保険に加入しているため安心して
活動ができます。ボランティア登録者は保険に
加入します。（無料）

■ ボランティア活動保険について

心配ごと
相談

心配ごと
相談

相談員：民生児童委員相談員：民生児童委員
午前9時30分～12時
受付は11時30分で終了

1月11日(水)
2月  8日(水)
3月  8日(水)

開
設
日

大山町社会福祉協議会  名和支所 ☎（0859）54-2200
✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先 
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を
重
ね
る
度
、時
間
の
流
れ
が
と
て
も

早
く
感
じ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

活
動
制
限
は
、少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、活
動
し
や
す
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。今
年
は
、以
前
の
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着
け
ず

に
、制
限
な
く
活
動
で
き
る
日
が
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
年
１
年
、皆
様
に
と
っ
て
良
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ

う・・・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

あ

あ
と
が
き
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